
 
≪基本方針の３本柱≫ 
 １ 受益者負担割合の算出（公平性） 
   把握可能な限り受益者負担割合を算出 
 ２ 多面的な視点からの検討（公正性） 
   社会経済情勢の変化への対応 
 ３ 情報公開の実施（公開性） 
   関係団体からの聴取やホームページを活用 

これまでの見直しの取り組み 

平成２５年度(第３次)使用料、手数料等の見直しの基本方針（概要版） 

【第二次遠野市健全財政５カ年計画】 

受益者負担の公平という観点から 

３年毎に適正なコスト計算に基づく 

使用料・手数料の見直しに着手 

 

○平成 19 年度（第１次）見直し 

 ■基本方針 ①受益者負担の原則 

       ②分かりやすい使用料算定ルールの確立 

       ③減免規定の見直し 
 

 ■検討結果 見直し対象 27 件 

       見直し実施 19 件（実施率 70.4％） 

       （例 … 窓口手数料など見直し） 

○平成 22 年度（第２次）見直し 

 ■基本方針 ①受益者負担の原則 

       ②分かりやすい使用料算定ルールの確立 

       ③減免規定の見直し 
 

 ■検討結果 見直し対象 ５件 

       見直し実施 ３件（実施率 60.0％） 

       （例 … 斎場使用料など見直し） 

●平成 25 年度(第３次)使用料、手数料等の見直しの基本方針 

（検討手順） 

   ●基本的な情報の把握と整理 

       ･･･料金設定の性質、管理原価の把握、施設やサービスの性質、影響予想 

   ●関係団体からの意見聴取 

      ･･･利用団体のほか指定管理者からも意見聴取の実施 

（検討スケジュール） 

（検討対象） 

 消費税率の引き上げへの対応は、全ての使用料、手数料等

を対象とするほか、特に次の２０条例を重点的に検討する。 

 

 

H25. 7. 1／遠野市経営企画部（財政担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討対象 条例数 施設数 サービス数

受益者負担割合の見直し ２０条例 ２９施設

消費税率引き上げへの対応 ４５施設 ６件

前回の見直しから検討継続 ２件

その他 ３施設 １件

 ２０条例 ７７施設 ９件

公平性 公開性 
公正性 

課題の洗い出し 

 対象 37 条例 

  122 施設 

   58 サービス 

基礎調査 

（経営企画部） 

状況調査 

（各担当課） 


